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オ ス カ气 ゜ワイル ド研 究:身 辺 の芸 術(1)
山 田 勝
(序)
芸術とは美である。そして芸術家は美を創造する人である。従 って芸術
家は誰よ りも美に敏感であらねばならない.い かなるものを犠牲にしても
美を表現 する必要がある。世期末の審美主義者をもち出すまでもなく,意
気に燃えている芸術家やデ ィレッタン トたちはこれに類似した考え方を持
って生きている人は多かろ う。なるほど彼等の幾人かはそれを見事に表現
している。だが大多数のデ ィレッタン トたちは凡人 とは遣 うとい うことの
表現にのみ終 り,風変 りな様相を呈 し,世間の嘲笑の的に留まる結果にな
っている二とも事実である。これから述べるオスカー ・ワイル ドについて
多少とも知識のある人 々は彼の奇怪なaetheticcostumeや,多くの伝記
作家たちが語る彼の一生から判断して以上のよ うな傾向の芸術家であると
解釈するであろ う。確かに彼の一生の大半は虚飾と気取 りに満ちたもので
あり,内面的思索による歓びよりも,俗物的な享楽 を追い求めていたiOし
かしそれは一つには彼の遣伝的素質}こよるものであ り,2一つはグ 、クトリ
ァ朝から世期末への過渡期に生 きたとい う社会的環境によるものである
。
それはともかくも大学を出た頃から巧みな宣伝を駆使して若手審美主義作
家 としての下地を築き・講 に社会から持て囃されるよ うにな。ていた。
名声とも悪評ともつかぬ民衆の目を一身に受け,彼 の作品や劇は大当 りを
とり,莫大な金をも手に入れるようになった。そして自分が審美主義者で
あるとい う社会的意識と経済力,そ して持ち前の派手な趣味から次第に虚
飾の芸術にも手を染めるようになった。そして彼が考案する姓 の明るい
金ぴかの世界にのみ光彩を発揮しうる生活の芸術をより効果的にするため
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に人間の暗い面,落 ちついた面から遠 ざかるようになった。彼の天才にも
かかわ らず,軽 薄 さが非難 され るのはこの ためであ る。
MyonlymistakewasthatIconfinedmyselfsoexclusivelyto
thetreesofwhatseemedtomethesungiltsideofthegarden
,
3andshunnedtheothersideforitsshadowanditsgloom,
しか しいずれに して も彼 の一 生のほ とん どは この金ぴかの時代 で あ っ た
し,こ の時代 が フイル ドを表 象す る時代 であ ったことは否定で きない。 そ
れ らは生活 をよ り美 し く楽 しい ものにす るための努力のあ らわれであ った
こ とには違 いない し,の ちの服飾界,室 内デザ イン界は言 うに及ばず,演
劇界や出版 界に も重大 な影響 を与 えてい るのであ る。'筆者はこの小論 にお
いて小説や戯 曲とい う大 きな芸術作品 とは離 れて,生 活 に必要 とされ る芸
術 を彼 はどのよ うに促 えてい たか,そ してそれが彼 の芸術観 の本質 とどの
よ うな関係 を持つか とい う問題 を講演集,手 紙,評 論,雑 誌原稿 などか ら
考察 し,そ れと同時に フイル ドの軽薄 な面 と考 え られてい る部分 の弁護 を
行 い たいのであ る。
第一部 「衣」
第一章 「審美主義服装発生理由」
衣 ・食 ・住 とワイル ドの関係を述べる と す れ ば,何 とい って もこの
「衣」の項 目が最 も長 くなるであろ う。 「衣」が人間の外面美 を顕示する
のにmの 近道だからである。美を志す人間は何 も外面的な美 しさにこだ
わることはないかもしれない。極端に言えばポロを纏っていても美学の研
究は出来るであろう。美 しい衣服を身につけている人間が本当に美を理解
しているとは言えないのは事実である。しかし反面美学者も社会人である
限 り,美学者としての責任感に似 たものが働いて,凡入 よりも美 しい何か
を身につけ,自 己の存在を認めさせたいとい う意識 もあろ うし,人 間は誰
でも衣服を着なければならないのであるから,同 じ着るなら美 しいものを
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とす る のは極 めて当然 であろ う。
ワイ ル ドが審美主 義的服装 を最初 に身につけたのはオ クスフォー ド大学
卒業 直 前 であった。 大学 内で催 さ れ た 仮装舞踏会で ルーパ ー ト王子に扮
し・人 々に"areformationindresswasoffargreaterthanaref一
を
ormationinreligion"と叫 びながら部屋 を出 て行 ったのが ど うもその き
っかけ の よ うだ。これは単な る舞踏会 の余 興 としてではな く,彼 は本気 で
ロ ン ドンに服装 改革 旋風 をまき起 すつ も りであ った ものと思 われる。いわ
ば このパ ーテ ィがその ファンファー レであ ったわけだ。 彼 が後 に 築 い た
「審美 的 服装」 の発生理 由は大体以下 のことではないだ ろ うか。.
(a)遣伝
(b)子供 の頃 の異常な衣服生活
(c)田舎者,意識
(d)審美主義者 と しての自己宣伝
(e)反ビク トリア主義
(f)芸術の流 れ
(9}古典趣味
(a)遺伝
ヨ
彼 の父(Willi・mWild・)はアf,ルラン ドでは名士 で,ナ イ トの称号
までもら ってい るが,相 当の曲者で女性関係で はや たらと問題 を起 してい
る入 物で・特 に若 い頃 は`M…b…T・w・ 覧 しての名 も高 い。 だが オ
スカ帥は父 よ りも母(JaneFrancescaElegeeWilde)の性質 を多 く受 け
継いでい る。 文学者 としての才能 だけでな く,日 常生活 において も空想的
かつ ロマンチ ッ クで,平 凡 で事務的 なことを嫌い,華 やかさを好む点 など
がそれであ る。特 に名士 の夫 を持 ち,自 分 も作家 と しての活動 を続 けてい
るのであ るか ら,必 然的に付 き合い も派手に な り,社 交界の回数 も増え,
華美 な ものを身にす るよ うにな った。母 を愛 し,母 の影響 を大 きく受け た
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オスカーはその華美な服装への憧れを母に負 うところが多い ものと思 う。
(b)子供の頃の異常な衣服生活
私自身はこの項目を大 した要素だと考えてはいないが無視 してよい とま
では思っていない。とい うのはこの問題に関してはヘスケス ・ピァソン氏
などは色々の面で重要な要素として取 り上げているからである。 オスカー
は次男であった。 ところが母 は彼が生れる前から女の子が欲しくて仕方が
なく,生れ る以前に女の児用の衣服その他を多く取 り揃えていた。ところ
が期待に反 して男の子が生れたのであるが,母 の失望ぶ りは異常で,女 の
児への期待 をまだ断ち切れず,か なり大きくなるまでオズカーに女の服装
をさせていたと言われている。この経験が ワイル ドの後生の服装哲学に心
理的にどうい う影響 を与えているのか私にはよくわからない。だが何 らか
7
の意識として潜在してい たことも事実であろ う。
(G)田舎者意識
元来,そ して現在でもアわレランド人は英本土の入間に対 しては少なか
らずの対抗心を持っている。ダブリンに生れついたワわ レドはオクスフォ
ー ドからロンドンとい う世界の花形とも言える舞台にデビ
2し,必 要以
上に自己主張を意識 したと考えられる。一般的に都会へ出て来た田舎者に
は二類種あって,都 会の洗練さに全 くついて行けず,蛮 カラに甘んじる者
と,追いつき追い越そ うとして極度に派手になってしま うものがいる。最
新モードでパ リの街を歩くのはパ リジ・ンヌよりも姻 やアメ・ヵゐ女性
が多いのもこの理由からである。わがワイル ドもこの種の人類に属 してい
たのである。
(d)審美主義者としての自己宣伝
ある人間が若い頃から名声と富を得るためには人並み以上の努力をしな
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ければそ の望 みは達成 できない。特 に文 化人 としての地位 を簡単 に築 き上
げ るのは 難 しい ことであ る6ワ イル ドの歩んだ道 もこの難 しい方の道 であ
った。当 時流行 の審美主義者 の一人 として詩 や評論 を書いて も,そ れだけ
では容易 に名声 を得 るこ とはで きない。 そこで以前 か ら服飾の美 を意識 し
てい た彼 はこれによって審美主 義者 としての 自分 の存 在 を世間に アピール
しよ うと したのであ る。彼が1879年の秋 にケ ンブ リッジ大学の学監 オスヵ
一 ・ブ ラ ウニング(1837-1923)に宛て た 手 紙 に`Ishallseeabout
yourtiesthisafternoon.Iamperhapsabetterjudgeofneckties
8
thanofbibles,_'とあ る。大学の教師にす ら 「私は聖書 よ り ネクタイ
の方 がよ くわかってい る」 など と不遜 なこ とを云 うか らには相当の覚悟 が
あ った もの と思われ るし,又 「耽美主義 を身 をもって示す ワイル ド」 の宣
伝 を心が けてい たこと も十分察 ぜられる。 とにか く彼 が オクスフ ォー ドか
らロ ンドンに出 た頃 の身な りは物凄い もので,彼 独 自のデザ インによる衣
裳 で街 を歩い た様 はGilbertのPatienceとい う劇 で皮 肉 ら れ た 話 しは
有 名であ るし,風 刺漫 画誌 「パ ンチ」 に もワ イル ドの戯画 が さかんに登場
したほ どであ る。 その姿は現在 で も写真 が残 され てい るから容易 に知 るこ
とができ るので,く わ し く紹介す るまで もないが,ピ ァ ソンの説明 を一つ
挙 げてお きたい。
 ... in London, where he was occasionally to be seen at evening 
parties dressed in velvet coat edged with braid, kneebreeches, 
black silk stockings, a soft loose shirt with wide low turn-
down collar, and a large flowing pale green  tie.... All the same 
his  bottonholes were remarkable and he adopted the sunflower 
and the lily as  badges  or symbols of his cult, no doubt because 
they were too large to be  overlooked . Nothing could draw 
attention to him so surely as strange flowers and strange cloth-
es,  for- notoriety can be obtained by what one wears more easily
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than by what one says or does. In this way he became publicly 
identified with  'the Aethetic Movement' and was soon regarded 
                                                              9 as the leader of it merely because he dresses the part.
ペァソンも上記の文の最後にも書いているとうり,人とい うものはその言
動よ りも身なりで判断されることが多いのである。この意味でワイル ドの
悪名は彼の 「審美的服装」によって急激に高 まり,それと同時に 「審美主
義運動」の指導者としての地位 も高まったのであった。悪名が名声の前ぶ
れであ り,それが商業上有利であることは彼は計算に入れてあったのであ
ユむ
る。こ うして彼の名は英国のみならず米国までも知れわたり,1882年にそ
の地に紹待 されたが,大流行の唯美主義運動の権化の姿を見ようとの好奇
心からフイルドのアメリカ巡業は大成功であった。何で もディッケンズ以
来の人気であったと云われている。アメ リカにおける講演題目は文学や芸
術についてのものもあるが,そ れよりも粗野なアメリヵ大衆に生活の美化
を暗示した 「衣」 「住」についての講演の方が重要であったと思われる。
いずれにせよ彼は 「美の使徒」としてアメリカへ渡 った頃が若さも手伝っ
て外面美に耽っていた時代であった。そしてアメリカからパ リへ移った時
期までこの傾向が続 くのであるが,次 第に落ち着 きをとりもどし,長髪に
ひまわ りの花を手にするようなこともなくなっていった。たがこの審美的
服装が彼の芸術家としての名声を高める上に完全な成功をもたらしたと云
えるであろ う。
(e}反ビ ク トリア主義
「反 ビク トリァニズム」は ワ イル ドの思想 のみならず,世 期末文芸,ひ
い ては世 期末全 体の メンタル ・ヵレ ン トと関連す るほ どの大 きな問題 であ
るから,こ こでは十 分に述 べ るこ とは出来 ない。 こ こで は 「ア ンテ ィ ・ビ
ク トリァニズム」の気持が どれほ ど彼 の服飾観 に表われてい るか とい うこ
な
との指 摘に留めてお きたい。 「ドリァ ン ・グレイの肖像 画」 の第二章 にへ
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ンリー卿が 「19世紀の衣装は鼻もちならん。陰気で気がめいって仕方がな
い。近代生活に残された本当の色彩要素は 「罪色」だけだ」と云 うところ
がある。この言葉にはもちろんワイル ド流の誇張はあるが,彼 のビク トリ
ァ朝への レジスタンスが顕著に うかがえると思 う。新興ブルジョワ階級が
作 りあげ た道徳はなるほど入間のなすべきことと,なすべきでないことの
11
区別,つ ま り善悪の区別を明確につけるとい う厳粛な生活態度を英国民に
植えつけることに成功した。ナtレ オン軍を破 って以来英国には大戦争 と
いわれるほ どのものも な く(ク リミア戦争はあったが),着実に大英帝国
の威力を世 界に示 していた。しかもその担い手の第一人者は何と言 っても
ブルジョフ階級であった。彼等の出現によって国民の貧富の差はこれまで
以上に広がって行ったことは言 うまでもない。資本家と労動者の関係の規
模が拡大 し,工場の合理化が進むにつれて失業者や貧民の群れが増加する
ことも又当然である。こ ういった貧民たちの不満が募ればブルジョワたち
にとって脅威となる。これを出来るだけ掬えるには謙虚な道徳を社会全般
に浸透さぜる必要があったわけである。こ うして金持連中は出来るだけ貧
民にチャリテ ィーを施 しつつ・彼等自身の地歩を固めていった。叉社会的
に安定した時代においては教会 自身も極めて形式的なものに陥入る危険性
があるが,こ の時代 も例に洩れなかった。儀式をとり行 うだけの場所と化
した教会は彼等中産階級との結びつきを深め,形式上の道徳を説くことに
精を出していた。デ ィッケンズがヴィクトリア時代の代表的作家 とするな
らば,彼 の前期の小説に見られる明るく楽 しい平和な世界がその表面をな
し,後期のそれに見られる暗い,罪 の意識に満ちた霧の世界がその底流を
なすと言えるであろ う。確かにこの時代は善良でまじめな人間は多かった
であろう。しかし本質的に罪を背負っている人間はいかなる時代でも罪を
犯すものである。しかも無理に抑えつけられた時代であるが故にその罪が
一層暗く卑屈なものになってい く。 まさにヴィク トリア朝の罪悪はこのよ
12
うなものであった。 ワイルドの 「風俗喜劇」四篇はいずれも時代を現代.
〆
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つまり世期末 ととり,事 件の鍵が過去,ブ ィク トリア時 代 に な さ れ た
「罪」に関連 しているのも彼のあの時代に対する皮肉な目から な の で あ
る。 ワイル ドは生来の性格に加えて芸術家特有の時代に対する反撓 と破壊
的な精神からまっこ うからヴィク トリァ主義に立ち向かっていった。彼の
没落の原因になったあのアルフレッド・ダグラスとの事件も同性愛 を罪悪
とするこの時代の英国法(そ れは道徳から生れたもの)に対するレジスタ
エ　
ンスにも起因していると私は信 じている。 さて話 しは本題にもどるが,こ
の時代に完成されたあのダークを基調とする定型化された英国紳士の衣裳
も道徳から生じた謙虚を表わすものに他ならなかった。そこに何 らの自己
主張 も豊かな人間性の発露である色彩 も見られず,出 来る限 り没 個 性 の
努力をしていたように感ぜられる。云 うなればこのヴィク ト リァ ン ・コ
ステiム はグィクトリァニズムの象徴 とも考えられたのである。 ワイル
ドは当然このような衣裳 を排斥し,反撥と自己主張の意味から特異な服装
に傾いてい ったのである。しかもた丶"単に不満や反撥からではな く,ヴ ィ
クトリァン ・コステユームの不合理性をも改造しようとしていた(こ れは
後で埣べる)。例えばあの時代の極度に細いズボ ンは動きの面からす こぶ
る不便 であ り,着 心地 も悪い とし,も う少 し太い ものを採用 したの も一例
である。
(f)芸術 の流 れ
一般的 な芸術 の流れ と服飾 とどの よ うな関係にあ るか を示 すのは難 しい
ことで,現 在 の ところ私の能 力では不 可能 な課題であ る。 しか しここで フ
イル ドの色彩観 が意識 的にせ よ,無 意識的 にぜ よ,絵 画の動 き とつなが り
を持 ってい ることだけは指 摘 しておきたい のであ る。絵 画におい て写実主
義(ク ール ペーなど)は1840年代 の終 り頃 か らロマ ンテ ィシズムにかわっ
て現われ たが・ それらの色調 はまだ暗い ものであ った。然 るに1860年代か
ら1870年代 にはエ ドワ冑 ド・マネー(1832-1883)やクmド ・ モ ネ_
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(1840-1926)が中心となり印象主義が打ち出されるに及び・色彩はず っ
と明るいものが中心になった。印象主義が発生 した理由については色々考
えられ,単 に絵画界だけの現象ではないが,絵画における技巧的な面にの
み限定して考えれば,プ リズムによる光線分解の成功があげられ る よ う
ユる
だ。福島繁 太郎氏の著書 「近代絵画」の 「印象主義発生」の項でこれにつ
いて次のよ うに述べている。 「プ リズムによる光線分解の理論も,印象主
義の確立に役立ったことは疑いない。光線をプリズムに透すと七原色に分
解 されるが,パ レットを(画家の用いる色彩)光 線分解によって得 られる
鮮明な色に限定 し,光線分解では出ていない黒や褐色をパレットから駆逐
した。そこで物の陰影を黒か褐色で現わす従来の慣習を破って,陰影は色
ユ　
彩 を欠い た部分では な く,光 度 の低い ところなので青色 で現 わした。」 プ
リズム とい う科学的 な面 から も印象主義 の発生 は説 明で きるであろ う。 し
か しも う一 つ忘れ ることの出来 ないの は英国画家 ターナー(1775-1851)
の存 在であ る。印象派 の画家 モネが彼 を絶讃 し,そ の刺激 を受 けたのは周
知 のこ とで あるが,英 文学史上 それ以上 の貢献 を ターナ ーはな してい る。
すなわち ラ ファエロ前派運動発生 の直接的影響 を及 ぼ した点であ る。 この
運 動は ウィ リア ム ・ノ・ン ト(1827-1910),ジョン ・ミレ イ(1829-96)・
ダ ンテ ・ゲ イブ リエル ・-ゼー ッテ ィ(1828-82)等によ って創始 され・ 自
然 と人生に対す る忠実 な態度 を忘 れ,マ ンネ リ化 した16世紀以降の画壇 に
「自然 に真実 」 とい う清 新な画風 を吹 き込む運動であ った。 これは読 んで
字 の如 くイタ リーの画家 ラフ ァエ ロ(1483-1520)がバ チカ ン宮殿の壁画
を描 くために1508年フロレンスを去 る以前 の画風(つ ま り15世紀 の画風 と
い うことに なる)に 戻 そ うとい う意味 であったが,そ の頃の 自然 に忠実で
生 き生 きとした人間性 に盗 れ た色彩豊 かな画 風が図 らず もターナーのそれ
ユ　
と一致している。こうい うわけでターナーの風景画 とその色彩に光を巧み
に取 り入れた技巧は美術界を始めとし,ラ ファエロ前派運動を通してあら
ゆる芸術運動に影響を及ぼしたのである。そして19世紀中 ・後期にかけて
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「光と色彩」が一大流行をきたした。世期末の象徴色である 「黄色」は色
々な意味を持つだろ う。それは黄金の色を現わせば,冬 を知らせる紅葉を
現わすかもしれない。しかし,少 くとも 「黄色」は(白 を除いて)最 もA
度の高い色であり,従って印象的な色であることには間遣いない。このい
わゆる 「イエロー ・ナィンテ ィーズ」とい う1890年代 も先に述べた色彩革
命のなぜるわざであった。色彩に乏しい死んだ色 を基調としたヴ ィク トリ
ァ朝の衣服に反撥 し,「 ラファエー-以前」の如き生命感に盗れた衣服を身
17につ けた ワイル ドの気持は十分察 せられ るのであ る。
(9)古典趣 味
ワイル ドの古典趣味 は彼 がまた ダブ リンにいた頃 に始ま るであろ う。 も
っと も前 に も言 ったと うり彼 の父 は医者 であると同時 に考古学者 であ った
か らその影響 もあ るのだろ う。それ はと もか くとして も彼が ア イル ラン ド
の トク リニテ ィー ・カ レッヂにい る頃 か らギ リシャ語な どで優秀な成績 を
お さめ・蜘 償 を得 てい たことは よく知 られてい る180だ が彼 の古 典醗
ユ　
を決定づ けたのは彼 が オクスフ ォー ド大学在学中に トウ リニテ ィー ・ヵ レ
ッヂ時代の恩師で,古 典学者 であ るマノ・フT一 教授について イタ リーを経
てギ リシャへ遍歴し,その地で古代の美 しさに魅了されたことであっ蔑
異 国情緒,古 代への憧れ とい ういわゆ る ロマンテ ィシズムが それ以後 の趣
味 に も大 き く影響 したこ とは十分考え られ る。全 体,彼 の取 り入 れた服装
は グ ィク トリァ時代 の伝統 か らすれば数奇 なものであ ったか も し れ な い
が,歴 史的見地 からすれば決 して新 しい ものではなか った。例 えば,帽 子
について云 えば,そ の時代 の流 行 の ものよ りも縁 の広い(broad-brimm-
ed)帽子 を採用 してい たが・ それは もっと以前(17世紀頃)の 流行 した も
のであった。叉彼 が好 んで身 につけた黒 のペルベ ッ トの コー トなどはル イ
王 朝に最 盛 したものであ る。ケ ープ(cape)を肩 にステ ッキを持つ ス タイ
ル もどちらか と云 えば18世紀風 であ る。 叉,半 ズボ ン(knee-breeches)
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にス トッキングをつけ,長いブーッを履 くとい う型もヴィク トリァ時代の
ものではな く,ル ネッサンス期の変型であると思われる。こうして例をあ
げればかぎ りなく出るが,彼 の風変 りな 「審美的服装」も彼独 自のデザイ
ンではなく,歴 史研究の成果と云えるのである。もっとも今日のニュー ・
モー ドも大低 は昔の流行に幾分新しいものを導入したものを循環 さぜてい
るだけであ るから,ワ イルドのものも彼独自のデザインと呼べ るで あ ろ
う。だが先に述べたような歴史趣味 と19世紀中期の服装の低下を皮肉る意
味 をもって古 い良き時代のものを持ち出したことは否定できない。だがた
だ無意味に,云 い換えれば反抗と虚飾の美のみを求めて過去の遺物を彼は
持ち出そ うとしたのだろうか。それとももっと合理的な理 由が別にあった
のだろうか。そしてそれが彼の芸術観といかなるつなが りをもつかとい う
問題については第二章の(d)で述べることにす る。
第二章 「ワイル ドの衣裳論と芸術観の関係」
芸術とは実社会には無用のものであ り,美しくあ りさえすればこれで十
分であるとする考えは 「ドリアン ・グレイ」の序論を持ち出すまでもなく
芸街至上主義者の特質であることはよく知られている。しかし我々はこれ
を文字通 り受 け取るわけにはいかない。彼等の云 う無用とは第一義的に云
って有用でない もの,つ まり直接金儲けには関係のないものだけを指 して
いる。いわばこれも産業 ・商業中心の社会に対するレジス タ ン ス であっ
て,心 の底では芸術 こそ人間にとって最 も有用であると考えているのであ
る。このことはCharlesGodfreyLelandlこ宛てた 「教育における芸術
　ユ
の必要性」に関する手紙などか らでも容易に理解できるし,彼の講演集を
見ればより明確に納得できるであろ う。だが一般には彼の芸術や生活は非
道徳 とされ,世 間から白い眼で見 られていた。そしてその悪名は主に彼の
「審美的服装」に端を発 していたのである。なるほど彼の身なりは尋常で
はなく,無用に飾 り立て,美 を誇示 しすぎているとい う非難は免れまい。
94
そこでこの章で瞰 は衣服1.rしては無用の美のみを追求 していたのか否
かとい う点についで考えたい(そ してこの問題は終局的に彼の芸術理論の
裏づけとなると信じている)。
(a)色彩 につい て
オスヵ一 ・ワイル ドの色彩論 につい ては私 自身興味 を示 してい る問題 で
あ り,近 い うちに くわ しく調べ たい と思 ってい るが現 在の ところ未 解決 で
あ り,Z衣 服 の問題 に限 られた章 であ るか ら簡単に述 べたい。
彼が衣服 に カラフルな ものを採用す る動機 は もちろ ん 前章(f)で記述 し
たと うりであ る。 しか し彼の弁明は以外 に素朴 で生活 に密着 したものであ
る。
Perhapsoneofthemostdifficultthingsforustodoisto
chooseanotableandjoyousdressformen,Therewouldbe
morejoyinlifeifweweretoaccustomourselvestousezllthe
22beautifulcolourswecaninfashoningourownclothes.
美 しい色の衣服 を身 につ けるだけで人生 その ものが楽 しい ものにな るとい
うのであ る。 そして彼 は明 るい色 は けば けば しい と思 われが ちで あるが,
　ヨ
そ うではない,そ れは簡素 が野卑 でないの と同様 であ るとい う。それ では
具体的 には一体 ど うい う色 を彼 は美 しい色 と考 えてい るのか。衣 服にっい
ては明確に立証す る資料 が うま く見つか らないがArtandtheHandicr-
aftman(1882)に生活環 境全般 につい ての美的 な色,つ ま り 生活 の美 化
と能率化 を促 進す る色 はどん色か を述べ てい るのでそれ を紹介 したい。
All beutiful colours are graduated colours, the colours, that 
seem about to pass into one another's realm—colour without 
tone being like music without harmony, mere  discord.. .  . You 
must teach him (workman) colours are graduated colours and 
glaring colours the essence of vulgarity.
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ここで云 う`graduatedCdldUF'とはそばの色と うまく蝕和する優美な色
のことで,日 本の 「ぼかし色」にあたるめであろ うと思 うが,何故この色
がまいかとい うと,環境 との調和の美を生み出すこどのできる色だからで
ある。この色 を美とするフイル ドは技巧的であるどころか全 くの自然主義
者なのである。何故なら秋の紅葉した樹木の間では枯木のよ うな茶色を,
春の緑輝 く野辺には緑色を.夜 の街には黒とい う風に自然環境に即 した色
調は雷鳥や カメレオンの姿を想像するからである。このように彼の提唱し
た色彩によ る調和の美は現代の トー タル ・ルックやインテリァ ・デザイン
の粋に通 じるのもうなずけるのである。
〔b)・合理性について
フわ レドの衣服における色彩感の根底は調痛であった。調和とは自然で
あることを意味 し,それは叉合理性に通じるものである。従って美とはつ
ま り合理性なのである。彼が1882年アメリカ講演の旅に出た時・彼が最も
美的な服装だと感じたのはニューヨーク五番街のダンディーの着用してい
るものでは なく,西部の鉱夫 たちのそれであった。 「縁の広い帽子は彼等
を直射 日光 や雨から守るものであり,外套やブーツも彼等の仕事や生活に
とって最も合理的で心地 よくできている。心地よいものは美なのである」
　る
と彼 は語 ってい る。云い換 えれば,衣 服におけ る美 とは見ぜ かけの美か ら
生 れ るので はなく,衣 服 自身 の持づ機 能性(そ 乳 それの坐活 に適合暢 た)
か ら生 じる とい うこ とにな る。次の一節は彼のideasupo-nDressRefo‐
rrrzとい うエ ッセイからの弓[用セあ るが,上 記 ゐ主旨'をよ く説明 して くれ
るであろ う6鹽
The word practical is nearly always the last refuge of the  un-
civilised. Of all misused words it is the most evilly treated. But 
what I want to point out is that beauty is essentially  organic; 
that is, it comes, not from  without; but from within, not from
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any added prettiness, but from the perfection of it
s own being; 
and that consequently, as the body is beautiful
, so all apparel 
that rightly clothes it must be beautiful also in it
s construction 
and in its lines .
こ こで 襁 調 してい るよ うに`prac・ical'とい うのは卑俗 であるカ・ ・
。。g。.
nic'は美 に通 じるというd恐 ら く前者 は商業主義 に結 びつ く用語 で あ る
のに対 し・後者 は燗 が本来持 つ ものである …g… と結 び つ き
,自 然
嫉 姓 みす からなのであろ う.い ずれ壷・せ よ,美 を機能性 に結びつ けて
い るフイル ドは合理的精神 を も有 してい たことは知れ よ う
。
(c)流行 と経済性 につい て
これ も 「合理性」 の問題 とほぼ同 じこ とが云 えるよ うである
。彼 によ る
と 「経済 性」 こそ 「神聖 」であ り 厂美」であ る。従 って 「醜 」 とは浪費 に
ある(も っと も彼 は屈指 の浪費家 であったから,理 論 ど うり実生活 をお く
れなか ・たの は繭 なことであるが)と 云 うzsO1=しここでい う 「濺 」 と
は衣服に多額 の費用をかけすぎ るとい う意 味ではな く,醜 く下劣な もの を
着 るこ とを指 してい るのは云 うまで もない 。従 って無意味 に流行 を追 うこ
とは愚 であるとい うことになる・ そこで彼 の 「流行」 につい ての意見 を聞
い てみ よ う。
Whatisafashion?Fromtheartisticpointofview,itisusually
aformofuglinesssointolerablethatwehavetoalteritevery
sixmonths.Fromthepointofviewofscience,itnotunfreq-
uentlyviolateseverylawofhealth,everyprincipleofhygienes
美 と機能性 を求 めて衣 服が変化 してい くこ と毓 行 と呼 ぶな らば,そ の流
行 を追 うのは正 しい。 しか し,た だ真新 しい もののみを追 求す るための も
のな らば,流 行 を否定 しなければな らない とい うのであ る。 ワ イル ドを含
む世期末 の唯美主 義者 たちが 「ヌボー」(新 しい)な る もの を求め回 って
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いた姿は彼等の一つつの見栄であ、って;真 の良識は上の一節に現われてい
るように も思える。再び話しは 「流行」にもどる。彼は同時代の人 々が流
行を追っているのは滑稽とし,それを皮肉ると共に衣服生活の真のあり方
を説 く。 「最近の女性はドレスをたった一度しか着ていないなどと自慢げ
に云っているのをよく耳にする。'昔はそ うではなかった。美しいデザイン
と優美な剌繍をほどこしたドレスなら女性は何度 も何度も着て,そ の上 ぞ
27
れ を自分 の娘 にさげ渡 すのを誇 りに してい たので ある。」 ワイル ドの衣裳
は何 か新 しい 流行 を生 み出さんが ため のよ うに思 われが ちであ るが(結 果
的 にはそ れが流行 を生 み出 してい るけれ ど も),実 は美 と機能性 と経済性
を重視 し,同 時代 の流 行を否定 してい たのである。引 用は避 けるが,齟流行
につ いて の細い点 はAMonstrousFashionやIdeasuponDressReform
やWoman'sDress(PallMa11Gazette誌への寄稿)な ど で 論 じら
れてい る。例 えば,ノ・イヒールの可否論,帽 子 の縁のあ り方,ブ ー ツの有
用性,ド レスの腰 まわ りについ て等 々である。
(d)古,典趣 味 に つ い て
ワ イ ル ドの 古 典 趣 味 に つ い て は 前 章 で 触 れ た の で,こ こ で は 何 故 彼 が 古
典 的 衣 裳 を推 奨 す る か に つ い て 述 べ た い 。Woman'SDressと い う寄 稿 論
文(既 出)に 彼 は 「古 代 衣 裳 支 持 」 の 根 拠 を を 明 ら か に し て い る 。
Iamnotpurposinganyantiquarianrevivalofanancientcost-
ume,buttryingmerelytopointouttherightlawsofdress,
lawswhicharedictatedbyartandnotbyarchaeology,bysci‐
enceandnotbyfashion;andjustasthebestworkofartin
ourdaysisthatwhichcombinesclassicgracewithabsolute
reality,sofromacontinuationoftheGreekprinciplesofhealth
willcome,Ifeelcertain,thecostumeofthefutue,
以 上 の 「弁 明 」 を 読 ん で み る と,彼 は 無 闇 に 古 い 時 代 の 遺 物 の サバ イ バ ル
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を望んでいたのではなく,合理性や機能性を備え・,しかも(従って)美 し'
い衣服はむしろ古い時代に認められたからなのである。 しかし彼のこ うい
った尋常以上に(世 間体を無視してまで)a理 性を追求するとい う態度に
は衣服と単なる生活必需品として扱 うだ けではなく,芸術的な何か,つ ま
り古典的芸術作品の永遠性の如きものと見なしていたとも思え て な ら な
い。とい うのは,我 々普通の現代日本人には江 戸時代や明治時代に流行 し
たものを,い くらそこに現代の衣服にない利点があることを知 っていても
それを着用する勇気はないはずである。それを敢えてなしたワイル ドは芸
術家気質であ り,生活そのものの美化叉は芸術化を試みた人間にふさわし
いと言えよう。
(e)衣裳 と芸術について
第二章の題が 「フイル ドの衣裳 と芸術観の関係」であるから,ご の節(e)
はいわばこれまでのまとめとい うことになる。この章の初めに述べたとう
1りワイル ドは 「芸術のための芸術家」として無意味に近いほど美を求め,
そのためには社会性をも無視 した,非道徳な芸術家の一人 と考えられてい
る。事実そういった面は彼には多分にあ った。しかし一方にはこれ まで何
度も繰 り返したよう`に極めて合理的な面 もあ ったのである。 「プラクティ
カル」なもの・ 「ユーズフル」なものを軽べつしながら,機能的な生活の
価値を十分認めていた。ここ,に彼の二重性があるように思われ る で あ ろ
う。しかしジあの時代においては 「プラクティカル」や'「ユースフル」と
い う言葉は我々現代汰の感覚では想像できないほど卑俗で営利的な印象を
与える力を持 ってお り,・「オーガニック」とは全然異なった意味を持づ,
いわば嫌悪すべき流行語であったものと思われる。それでもやは り生活に
おける合理性や経済性を追求すべしとしたワイル ドはデガダンな放言をす
るワイル ドと別な人格を持っている,つ まり二重人格 を持 った人間だと解
2829
釈 され る可能性 は十分あ る。ヘ ン リー卿 や イ リング ワー ス卿 の精神 が美 し
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く純朴な童話の世界と一致 しないようである。だが彼等の口から出る非道
徳一な言葉 は現実に対する皮 肉であ り,人間性の無視 されつつある社会に対
する痛烈 な風刺な の で あ る。言い換えれば純な人間性から発 した非道徳
だ。彼等 のよ うな人間は東単の世界観では人里離れた山中に隠遁するタイ
プであるが,そ れとは逆に喋 りまくるとい う陽の方向に出たにすぎない。
その意味において型はちがっても彼等の世界 も童話の世界 も同一なのであ
る。彼の 童話は自分の子供に聞かせるのが直接の動機であったようだが,
それらは決 して子供が読んで面白い もので はない。子供には理解できない
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ほどの社会風剌が意図されていたからである。要するにワイル ドの非道徳
ヨエ
も道徳も起源は人間性にひそむ良心にかわ りがなかった。ユースフ ルなも
のを軽べつしながらも,ユー スフル(機能的とい う意味で)な衣服を重視し
ていたフ・イル ドの姿は,毒 気のあるデカダンの世界を創造しながら童話の
世界を築いた文学者の象徴として私の目に映るのである。この意味で脇道
にそれたと思える 「ワイル ドの身辺の芸術論」も彼の文学観を解釈する為
の一つの鍵になるものと信 じている。 「衣」の項目の最後として次の事だ
けは付け加えておぎたい。オスカー ・ワイルドはあ くまで 「美の使徒」で
あり,美 を根底としてすべてを考えていた。衣服の合理性や快感はす なわ
ち美 しい着物であ り,住み心地のよい落ちついた家は美 しい家であった。
だが衣服に限らず 「美」を捻出するためには社会通念を無視したために悪
評を受ける結果 となった。美しい想像力に富んだ作品を夢みて書いた 「ド
リァン・グレイの肖像画」が非道徳の汚名を着たよう一に,美 しい衣裳も生
活 も社会には受け入れられなかったのである。
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当初 オスカー ・フ イル ドの身辺 の芸術 につい てすべ て書 くつ も りで い た
が,「 衣」の項 目だけで思い もかけないほ どのスペースを取 ったために断
念 せ ざるを得 な くな った。次号では その続編(「食」 「住」 「話術」 「その
他 」)を掲載 したい。 昭和44年1月31日記
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注
1.`TherewasnopleasureIdidnotexperience,Ithrewthepearl
ofmysoulintoacupofwine'Let.,p.475
2.近 年 オ ス カ ー ・フ イ ル ドの 両 親 の 研 究 が 相 次 い で 出 版 さ れ た 。
3..乙et.,p.475
4.HeskethPearsonTheLifeofOscarWilde,p.44
5.外 科,耳 鼻 科,眼 科 の 病 院 長 で,RoyalIrishAcademyの 副 院 長
を 兼 ね,1864年}とは ナ イ トの 称 号 を 受 け て い る 。'
6,EricLambert:MadwithMuchHeartpp.31-48
7.ブ レ モ ン 伯 爵 夫 人 の 説 に よ る と ワ イ ル ド は 女 性 的 霊 魂 の 持 ち 主 で 「虚
栄,形 態 の 美,言 語 の 音 楽,色 彩 の 調 整,誘 惑 に 対 す る 弱 さ,み だ ら
な 女 の よ う な 衝 動 」 は こ れ に 起 因 す る と小 う。.(平 井 博 著 「オ ス ヵ 一
・ワ イ ル ドの 生 涯 」)こ れ もや は り幼 児 時 代 ま で 女 児 同 然 に 育 て ら れ た
こ と に も原 因 が あ る の で は な い だ ろ うか 。
8.Let.,p.61
9.H,Pearson:TheLifeofOscarWilde,pp.44-5
10.FrankHarris:OscarWilde,8章 に`Heunderstoodbetter
thanmostmenthatnotorietyisoftentheforerunneroffame
andisalwayscommerciallymorevaluable"とあ る 。
11.LadyWindermere'sFan'の一 幕 に ヴ ィ ク ト リ ァ 朝 教 育 を 受 け た 典 型
で あ る ウ ィ ン ダ ミ ァ 夫 人 が 世 期 末 的 人 間 ダ ー リ ン トン 卿 に 言 う セ リ フ
も こ の 箇 所 の 参 考 と な ろ う。
"Well
,IhavesomthingofthePuritaninme,Iwasbrought
uplikethat,Iamgladofit,MymotherdiedwhenIwasa
merechild.IlivedalwayswithLadyJulia,myfather'seldest
sister,youknow,Shewassterntome,butshetaughtme,
whattheworldisforgetting,thedifferencethatthereis
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betweenwhatisrightandwhatiswrong." .
12,LadyWindermere'sFan,AWomanofNoImportance,
ImportanceofBeingEarnesちAnldealHusbandの四 篇
13.ShoinLiteraryReview,No.1でこ の 問 題 に ふ れ た 。.
14.岩 波 新 書 「近 代 絵 画 」
15,Ibid.,p.8
16.タ ー ナ ー の 価 値 を 認 め,世 に 問 うた の は ジ ョ ン ・ ラ ス キ ン で あ る 。
cf,ModernPainters
17.ワ イ ル ドと 絵 画 の 関 係 に つ い て,こ こ で は 間 接 的 な も の しか 述 べ な か
っ た が 彼 は 同 時 代 の 画 家 た ち(ラ フ ァ エ ー-前派 の 画 家 た ち)の 展 覧 会
(TheGrosvenorGallerylこ於 け る)に 深 い 興 味 を 示 し,か な り多
くの 論 文 を残 し て い る(cf.PaintersandPicturesI.,五.,
PaintersandPictureLovers)。又,「 ド リ ァ ン ・グ レ イの 肖 像 画 」
の 主 要 登 場 人 物 バ ジ ル ・N-^"・レワ ー ド も ラ フ ァ エ ロ 前 派 系 の 画 家 で あ
る こ と は 容 易 に 察 せ ら れ る 。
18.1871年の`compositionprizeforgreekverse',1872年の`Micha-
elmasprize',1874年の`BerkeleyGoldMeda;'らは 皆 古 典 語 優 秀
に つ き 興 え ら れ た 賞 で あ る 。
19。1877年の 春,
20.イ タ リー の 古 都 ラ ヴ ェ ン ナ の 印 象 を う た っ た 詩 「ラ ヴ ェ ン ナ 」 は 彼 の
処 女 作 と 云 え る 。
21,Let.,pp.117-8CCirca15May1882/
22HouseDecoration
23.、4rtandthe正 竜π漉`rげ〃παπ に`thesimplicitymustnotbe
barrennessnorthebrightcolourgaudy!とあ る 。
24HouseDecoration
25.IdeasuponDressRθプb〃η に`Thereisadivineeconomyabout
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beauty;itgivesusjustwhatisneedful"andnomore;whereas
uglinessisalwaysextravagant;....'とあ る 。
26.SuitableZ)ress/b厂WomenWorkers
27,HouseDecoration
28.ThePictureofDorianGray中 の 人 物
2g.AWomanofNoImportance中 の 人 物
30,Let.,p.221
31.ShoinLiteraryReviewN。.2で「耽 美 主 義 と 社 会 性 」 と題 し て こ の
点 に 触 れ て お い た 。
